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国の動き 

 

 

 

県の動き 
 

 

金沢大学 

との連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育現場 

公立小中学校 

 

 

 

 
参考：全国学力・学習状況調査 正答率の順位の推移 ※A :知識、B :活用、理:AB 一体 

小６ 

国 A:8 B:11 A:11B:3 A:5 B:7 A:10B:10 

※東日本大震   

災のため中止 

A:3 B:3 A:4 B:2 A:14B:2 A:3 B:2 A:1 B:2 A:2 B:1 A: 2 B: 1 

算  A:8 B:12 A: 6 B:5 A:7 B:4 A:8 B:7 A:2 B:2 A:4 B:3 A: 3 B:3 A:2 B:2 A:1 B:1 A:1 B:1 A: 1 B: 1 

理 ※Ｈ２４から３年に一度実施 3 － － 3 － － 1 

中３ 

国 A:5 B:4 A:5 B:6 A:5 B:7 A:4 B:8 A:6 B:5 A:6 B:3 A:4 B:5 A:3 B:3 A:2 B:2 A:1 B:2 A: 2 B: 2 

数 A:5 B:3 A:9 B:4 A:4 B:5 A:4 B:5 A:4 B:3 A:3 B:4 A:4 B:5 A:3 B:3 A:4 B:3 A:2 B:2 A: 2 B: 2 

理 ※Ｈ２４から３年に一度実施 3 － － 4 － － 1 

 

全国学力・学習状況調査（H1９～） 
 

県基礎学力調査（H14～） 

調査開始 

小中学習指
導要領改訂 

小中学習指
導要領改訂 

学力向上プログラムの推進等（H23～） 全国調査の結果分析、方針等検討(H19～22) 

本県児童生徒の学力向上に向けた金沢大学との連携について 

 

人間社会研究域学校教育系教授・准教授(６名) 

H30：松原(理)、折川(国)、滝沢(英)、加藤(算)、伊藤(算)、浅川(分析) 

県指導主事(８名) 

小中学校教員(８名) 

学力向上ＰＤＣＡサイクルの定着状況 

教育現場の学力向上ＰＤＣＡサイクル確立に向けた支援 

教育現場 

学力調査実施 → 分析 → 指導の改善  →  検証  
 

周知・理解 推進 確立 

学力向上プログラム推進チーム 

 
詳細分析 

 
 

各教科の指導法 
や指導事例 
 

取組検証のため 
の評価問題 

生きる力の育成 
「知識・技能」「思考力・判断力等」のバランス 
 

生きる力の育成を目指す資質・能力の明確化 
「知識・技能」「思考力・判断力等」の深化 

推進会議(年５回)：全体会、各分科会で構成 ※うち１回は、県下の普及目的の「フォーラム」として開催 

 

 
学力向上プロ
グラム 

〇教育現場にお

ける学力向上 

ＰＤＣＡサイ 

クルの確立に 

向けた支援 

方策 
 
いしかわ学び
の指針 12 か
条(H22 策定) 
〇活用力を高め

る授業づくり 

〇学力・学習を 

支える基盤づ

くり 

〇指導改善を進

める体制づく

り 

 
 

方針 
 
課題 

〇筋道を立て

て思考する 

〇問題・課題

を自ら見つ

ける 

〇諦めずに粘

り強く取り

組む 
 
 

分析 

分析・活用プロジェクトチーム 

大学教官、県指導主事、小中学校教員 

いしかわ学びの指針１２か条を、授業づくりや体制づくり等の目標に位置付け、学力向上を推進 

方針の見直し 

課題 
〇学習指導要

領改訂で求

められてい

る「思考

力・判断力

等」の深化 

学びの 12 か条＋
プ ラ ス

(H28 指針改訂) 
 
〇自ら課題を発見し

主体的・協働的に
解決する力の育成 

等 

 

資料２ 

指針策定 指針改訂 

印刷物や教員専用 WEB サイトにより提供 

 


